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邑南町議会 



  邑南町議会では、平成１９年に議会基本条例を制定しました。その第４条第３項において、「議

会は、町民と意見交換の場を多様に設けなければならない。」と規定しています。 

 これにもとづき、平成２０年度から毎年、町内各公民館で議会と町民との意見交換会を開催

しています。今年度の開催状況と、近年の状況は下表のとおりです。 

13 回目を迎える今回の議会意見交換会は、全国での新型コロナウイルス感染症流行により

開催が危ぶまれましたが、感染防止対策を図り、無事みなさんから貴重なご意見をうかがうこ

とができました。以前は、質問や要望中心でありましたが、最近では、町の将来、身近な地域の

問題などについてのご意見が多く、意見交換会が町民のみなさんとの話し合う場に変わって

きています。 

 私たち議員も、できうる限り参加したみなさんと「町の将来」「身近な地域の問題」などにつ

いて共に考え、話し合っていきたいと思っております。 

 いただいたご意見は、委員会での協議、担当課への調査及び一般質問など議会、議員の活

動に活かしていきます。ご参加をいただいたみなさん、ありがとうございました。 

 

 

● 開催状況  

第１３回意見交換会出席者数 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

開催日 開催場所 出席者数 

 

11 月１9 日（木） 

阿須那公民館 １２人 

口羽公民館 ９人 

日貫公民館 ２１人 

中野公民館 １１人 

 

11 月 27 日（金） 

井原公民館 １１人 

出羽公民館 １３人 

布施公民館 １３人 

日和公民館 １４人 

 

１１月 30 日（月） 

田所公民館 ７人 

高原公民館 ５人 

市木公民館 １０人 

矢上公民館 １１人 



● 近年の状況 （意見交換会参加者数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 会場別目次 

阿須那公民館 …  １ ページ      

口羽公民館 ……  １ ページ 

日貫公民館 ……  ２ ページ      

中野公民館 ……  ２ ページ 

井原公民館 ……  ３ ページ       

出羽公民館 ……  ４ ページ 

布施公民館 ……  ５ ページ      

日和公民館 ……  ５ ページ 

田所公民館 ……  ６ ページ     

高原公民館 ……  ６ ページ 

市木公民館 ……  ７ ページ 

矢上公民館 ……  ８ ページ 
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 阿須那公民館まとめ  

 

●一般質問が激減しており、議会基本条例における「多様な町民の意志」が反映されていない。 

●災害時のトイレトレーラー購入、医療政策課の新設、町長の期末手当返納、公民館に保健師の配

置等については、庁内で議論や議会に諮らずに公表し、マスコミ報道されているのではないか。 

●軍原キャンプ場の整備について、当初の説明では車が侵入できるとなっていたが、現状は途中ま

でしか入れない。利用者が求める管理棟、炊事場、トイレ設備等の整備をしてほしい。 

●出羽川河川内に葦が繁殖し、イノシシの住処となり農作物の被害が拡大している。イノシシが堤

防を掘り起している場所がある。河川管理道の管理責任の所在が不明確である。 

●町内で新型コロナウイルスの PCR 検査ができるか。 

●美郷町は新型コロナウイルス感染症感染者等の差別、偏見等防止条例を制定したが、邑南町はつ

くらないのか。 

●クマの出没や捕獲の情報提供が少ない。銃猟免許取得者を増やすべきだ。 

●行財政改革は、経営者感覚での改革が必要である。また、一般質問で、「職員の提案による改革も

行う」との答弁があったが､職員からの提案は難しいのではないか。 

●県道浜田作本線高見工区の地元説明で、高原交差点の信号機撤去が示されたが危険はないのか。

また、砕石場付近の改良はどのようになるのか。 

●戸河内の工事が進まない。特に降雪時の通行に障害がある。 

 

 

 口羽公民館まとめ  

 

●家屋敷税に関するアンケートが来た。どのくらい該当があるのか知りたい。（全体、地区、集落） 

●町政座談会で町財政の説明があったが、専門用語ばかりで理解できない。 

●要望している民家に接する浜作線の防護柵をやってもらえない。 

●イノシシ被害に困っている。 

●水道工事後の舗装復旧で非常に景観が悪い。 

●口羽地区内にも若い人が増えていると思う。永住できるような施策を展開してほしい。 

●I ターンでブドウを生産しているが説明会で B 級品は取ってもらえないと言われた。加工などの

方策も必要では。 

●I ターンなどを含め若い人の職場がない。役場が一番いいが採用は毎年少数で雇用につながらな

い。もっと職場の確保を 

●町内の光ケーブルを活用した IT 産業の誘致、企業オフィスの勧誘などの施策をすべき。 
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●コンビニなど生活環境が良くならなければ人は住まない。 

●防災に関する説明会があった。レッドゾーンの措定を受けると家の建築にも制限がかかるとあっ

た。 

●町有の古い建物などはどうするのか。交流の場としての活用は考えられないのか。 

●町の事業でパブリックコメントを求めることがある。その方法として地元に出て意見を聞くこと

はできないのか。議会としてはできないか。 

 

 

 日貫公民館まとめ  

 

●有害鳥獣の駆除をお願いしたい。熊の人的被害の恐れやシカの頭数の増加が心配だ。保護と駆除

のバランスを考えてほしい。狩猟免許、特に銃の所有者の減少が心配だ。 

●人口減少対策を。農福連携や外国人の移住などに取り組み人が入ってくる仕組みを。 

●定住情報や移住などの支援情報、地域や農業への補助制度などの情報がもっとわかりやすく伝え

てほしい。 

●以前は里山の柿の活用を考えていた時代もあった。収穫されない柿の木や伐採できないほど大き

くなった柿木が増えて熊が出没して困る。 

●新型コロナウイルス感染症によって多くの行事が中止となった。この状況が長引いて２年続けて

行事を中止すると再開が難しい。地域のつながりもなくなっていく。 

●JA 店舗運営への支援を。弥栄ではガソリンスタンドの存続に行政が支援した。イベントの中止と

葬儀の縮小により JA 日貫店の運営は厳しい。農作業や地域で生活するためには買い物する場所と

ガソリンスタンドは必要だ。 

●シャインマスカットやピオーネを推進してきたのに、なぜ「神紅」で産地振興をはかるのか。産

地化するための農地の確保は。 

●暗きょ排水の工事をしたが水が出てこなくなる。再度工事してもらえないのか。 

 

 

 中野公民館まとめ  

 

●道の駅瑞穂の拡充については、町民にどの程度伝わっているのか。 

●防災無線の交換で、音が聞こえにくくなった（中野の屋外施設の位置が変わったので、聞こえに

くくなったという意見も)。 

●超高速通信への対応はどうなっているのか。前向きに取り組んでほしい。 
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●町の広報誌が読みにくい（文字の大きさ、行間が狭すぎる）。 

●ケーブルテレビの定点カメラ（特に出羽、阿須那について）夜は何も見えない。工夫を。 

●町議会議員補欠選挙後の状況が分からない。町からの説明がない。議会議員の補欠選挙は次の改

選まであと数か月なのに必要だったのか。 

●日本一の子育て村。赤ちゃん誕生の放送を止めたが説明がない。 

●中野体育館の照明（水銀灯）が長期間切れたまま。矢上のゲートボール場は、道路側の水銀灯が

切れている。建物の現状を調査して欲しい。 

●邑智病院でのＰＣＲ検査の状況は。 

●河川管理道の草刈りについて。 

●石見中学校の建て替えに関連して、野球部など部室の雨漏りへの対応は。 

●矢上一口羽間のバス。乗客が少ないように見えるが、大きなバスが必要なのか。大朝線の最終便

が道の駅止まりなのは非常に不便。行き先を伸ばせないか。 

●農道北線。長い間道路改良が進まない。 

●石見中学校のバス待合所は照明がなく危険。東小学校の通学路、カラー舗装が狭く、側溝が深く

危険である。 

●日貫一日和間の道路改良は。 

●日桜ロードは、ダンプカーが多数往来し非常に危険を感じる。 

 

 

 井原公民館まとめ  

 

●石見中の部活動について、野球部など少子化の影響でチームが組めなくなっていると聞く。瑞穂

中との合同チームも検討してはどうか。また、矢上高校への地元進学者が年々減少しており、特に

女子の進学が少なくなっている。部活動の指導者を拡充してはどうか。 

●町主催の町政座談会はコロナ禍を理由に、今年度は自治会長と行政連絡員のみの参加として３会

場でしか行われなかった。町議会は例年どおりにコロナ感染防止対策を施しながら開催しており、

町民の声を聞く姿勢があって良いと思う。執行部も工夫すれば例年どおり開催できたのではない

か。 

●石見地域は防災無線の屋外スピーカーが瑞穂地域に比べて少ないのではないか。以前、町政座談

会で増やしてほしいと要望した時は、防災無線の機器更新が終わったら、再度地域から要望をまと

めてほしいとの回答であった。再度今年の町政座談会で班長を通して要望したら、できないとの回

答であったが、どういうことか。 

●鳥獣被害が今年はとくに増えている。地域で防護柵を管理するのにも、限界がある。農家がやる

気をなくしてしまう前に対策を考えてほしい。 
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●町は経常収支比率が高く、自由に使える予算枠が年々減っている中で､大型のハード整備事業が続

くと聞き、大変不安に思っている。中期財政計画等をきちんとしてから事業に着手しているのか。

議会もしっかり注視してほしい。 

●コロナ対策で小中学校と公民館の蛇口水栓がレバー式に交換されたが、慣れないので力加減がわ

からずパッキンが緩みやすくなっている。また、調理台はレバー式の水栓では流しの蓋ができず不

便である。トイレの改修も、井原公民館は数年後には立て替えの話も出ているので､予算の無駄遣い

に感じる。利用者の意見も聞いて予算化してほしい。 

●今後大型のハード事業が多数予定されている中、井原公民館の建て替え時期がいつになるのか不

安だ。現在、地区民にアンケートを行っており、地区民の総意として事業が進められるように準備

しているので、早く道筋をつけてほしい。 

●日本一の子育て村政策について最近あまり聞かなくなったが、どうなっているのか。Ａ級グルメ

もどうなっているのか。 

●コロナ対策として１人１万５千円の商品券が配られたが、町内のコロナの影響はどうなのか。 

 

 

 出羽公民館まとめ  

 

●鳥獣被害について。シカやイノシシの被害で稲が減収となり困る。被害が続けば工作意欲が失わ

れ、耕作放棄地が増える。フェンスを張るのにも人手がない。さらなる支援を。 

●狩猟をされる人が減り、有害鳥獣の駆除にも限界がきている。ワナ等の見回りのガソリン代と狩

猟免許取得へ助成を。また若い猟師を育成してほしい。免許がなくてもワナで捕獲をすることがで

きないか。 

●ウンカによる被害が大きい。発生予報を徹底してほしい。 

●高齢化が進み若い人がほとんどいない集落もある。集落合併など限界集落の対策を。 

●邑南町をもっと盛り上げるため、町全体のイベント（祭り）があると良い。 

●町議のなり手がない。待遇改善が必要ではないか。 

●高齢者の移動手段としてデマンドタクシー等の推進が必要である。 

●今後、農業がどうなるか心配だ。後継者や若い人がいない。営農法人の維持も心配である。耕作

放棄地の問題もある。抜本的な農業対策が早急に必要である。 

●旅行村の管理棟の電源が切ってあり不便である。 
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 布施公民館まとめ  

 

●全町的にクマ、イノシシなどの鳥獣害被害が急激に増えている。議会として、対応をどのように

考えているか。 

●町道の除雪後に、路肩に泥がたい積する。降雨時に水がたまるし、草刈りもしにくくなる。 

●コロナ感染者に対する邑智病院の対応は。コロナ禍での町民がとるべき生活基準は。誹膀中傷の

無い邑南町であってほしい。 

●町政座談会と議会意見交換会が同じ月に行われた。できれば、事前に議会との意見交換会を開催

して、その議論を持って町政座談会に臨めば、地域としてはより充実した座談会になるのではない

かと思う。 

●自治会で行ったアンケートに寄せられた主な意見は「５年後、10 年後に対する不安」、「自治会や

集落の在り方」、「交通弱者への対応」であった。生活交通の実証実験は、内容に関する不安や地域

の意見を聞く工夫を求められた。 

●町財政の厳しい現状を伝えるためには、住民と議会と行政の協議の場が必要ではないか。 

●修正動議や、議会に周知しないままマスコミ報道されるたようなことが続いたようだが、議会と

行政の間はどうなっているのか。 

 

 

 日和公民館まとめ  

 

●日桜ロード（市道桜江日和線及び町道日和桜江線）について、除雪までは求めないが、冬期の通

行規制の解除期問を長くしてほしい。特に年末年始で雪が降らない日は、解除してほしい。 

●災害時やイベント等に使用できる、移動式の簡易トイレを羽須美、瑞穂、石見に設置してほし

い。 

●日和地区に公衆トイレがない。特に休日はトイレを利用できる施設もない。設置を望む。 

●新型コロナウイルス感染回避を含めた町外からの移住者への対応や、若者の二―ズにあった住宅

がない。空き家は活用しにくく公営住宅の整備を望む。高齢者が持ち家を管理できなくなった場合

に入居できる公営住宅も必要である。 

●蜘蛛居滝（日和トンネルの日和側出口の上部付近）の見学者が増加しており、周辺に遊歩道の整

備を求める。 

●千丈渓県立自然公園に通じる町道の通行止め期間が「当分の間」となっているが、長期間通行止

めのままである。いつまで通行止めなのか。 

●議員定数は減るのか。 
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●日貫からの光ケーブルが遮断すれば、日和地区で IP 電話・携帯等の使用ができなくなる。光ケー

ブルを大利峠側からも設置し、災害時の通信の確保を望む。 

 

 

 田所公民館まとめ  

 

●町の座談会は出席者の制限があり残念だった。 

●森林環境譲与税について予算と実績、税の仕組みを丁寧に説明してほしい。山林に関する専門職

がいてほしい。 

●瑞穂ハイランドの今後はどうなるのか。資本が外国では不安である。 

●子どもと休日に遊ぶ場所がない。ふれあい公園は人も少なくクマが出る可能性もあり怖い。ハン

ザケ自然館の隣や道の駅など国道沿いの人目の多いところに公園が作れないか。 

●畦畔の草刈りがたいへん。何かアイデアはないか。 

●有害鳥獣対策。防護柵のメッシュの下を掘り下げてイノシシが入って困る。 

●新型コロナウイルス感染症対策でどのくらいの交付金がきたのか。経済状態を考えれば今後の税

収や町の財政が不安である。 

 

 

 高原公民館まとめ  

 

●合併時には財政難を少しでも解消しようと、職員で町有地や庁舎の草刈り等行っていたが、いつ

の間にか業者に委託するようになった。一方で､公民館や学校などは地域やＰＴＡなどのボランティ

アによって環境整備をするのが当たり前のようになっている。せめて職員は自分の職場である庁舎

の環境整備くらいはやるようにして、地域の人たちに対して誠意を見せてほしい。 

●公民館の体制について、以前町長は公民館の職員配置の体制を見直すと町政座談会で話していた

が、どういうことか。社会教育の場である公民館が、コミュニティーセンター化してしまうのでは

ないかと危惧している。 

●「特定事業組合」について、県内では海士町、浜田市が名乗りを上げて取り組もうとしている。

本町も事業説明会を行ったと聞く。戦略的に取り組まないと、なり手がいないのではないか。 

●農業センサスによれば､全国の農業就業人口は現在１３６万人で、1985 年の調査では３４０万人

であったのに対し６割も減っている状況である。本町でも同じような状況で、今農業を主でやって

いるのは７０～８０代の高齢者であり１０年後には担い手がいなくなるのではないか。町も議会も

もっと本気で農業問題に取り組んでほしい。 
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●議会の一般質問の中継を観たことがあるが、何について話をしているのかわかりにくいので、テ

ロップを流してわかるようにしてほしい（専門用語の解説や質問内容項目など）。 

●災害発生時には町から報告書を出すように言われて提出したが、その返信が非常に遅い。７月に

提出して１１月末に返事が来たが､結局災害の対象とならず、自費で直すこととなった。現地に査定

に来た時に、農地災害の対象となるかならないかある程度わかるようにならないのか。 

●町内に介護施設が多いが、どこも近年は人材不足が深刻な状況である。町の奨学金制度があって

も介護の分野に進学する子はほとんどいない。町としても若い人材の確保を積極的に進めてほし

い。 

●赤ちゃん誕生の無線放送がなくなったのはなぜか。 

●道の駅、石見中、邑智病院など大型建設が控えているが、財政計画等はきちんとされているの

か。 

●瑞穂地域で建設業者２社が廃業したが、除雪や道路管理の手は行き届くのか。除雪を委託してい

るオペレーターは、その期間拘束されていても降雪がなければ収入がない。最低限の収入保障をし

てあげてはどうか。 

●児童クラブの支援員に対し就業規則を定めたり、事務作業が増加して本来の業務に影響が出てき

ているので、地域に１名でいいので事務専用職員を町が置いてほしい。 

●井原公民館の建て替えの話が進められていると聞く。高原公民館も井原公民館と変わらないくら

い古く老朽化している。高齢者が多いため２階はほとんど使用していないので、規模が小さくなっ

てもいいので立て替えを検討してほしい。 

●一般質問をする議員が少ない。６０分全部使ってたくさんの項目を質問しなくても、短くても１

つの項目でもいいから質問席に立つべきだ。 

 

 

 市木公民館まとめ  

 

●有害鳥獣対策について。檻でイノシシを捕獲しても予算がないといわれるが予算措置が必要だ。

農地内であれば捕獲できるように、狩猟できる区域の見直しが必要ではないか。有害鳥獣対策の充

実を望む。 

●議員定数を２名削減した理由は。 

●空き家の解体費用はでないのか。 

●地域おこし協力隊の検証と定住率を高めることが必要。 

●農業の担い手対策に取り組んでほしい。また、補助を受けても補助がなくなると後が続かない事

例が多い。 
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●瑞穂ハイランドスキー場の閉鎖に伴い様々な問題が生じている。町有地、民間地、社有地が存在

し、土砂崩れや倒木による被害と水の汚れも心配だ。誰が責任を取るのか。猪子山集落は高齢化

し、これまではハイランドスキー場があるおかげで、除雪も助かっていたが今後、除雪も心配だ。

草刈り作業も 協力して頂き、助かっていたがこれも心配だ。 

●デマンドタクシーの実証実験状況は。対象者に充分な説明と周知徹底が必要ではないか。 

●瑞穂ＩＣの駐車場法面の草木伐採し、環境の整備してほしい。 

●道の駅瑞穂は拡張して、採算が合うのか。 

●市木には店が少なく、無人市で野菜の調達が多い。地区外の利用もよくある。無人市に補助金は

あるのか。 

 

 

 矢上公民館まとめ  

 

●矢上高校には思い出が多い。高校の将来を明るいことにしてほしい。 

●香木の森公園のどこに遊具を設置するのか。芝生の場所はやめてほしい。 

●UI ターンの現状は。 

●地域行事や会合に子育て世代の参加を促してほしい。 

●家屋敷税はどうなったか。総額はいくらくらいあるのか。 

●浜田作木線の七日市から小掛谷の間で事故が多い。側溝に蓋ができないか。 

●日本一の子育て村をかかげているが、関心も薄くなり住む人が少なくなった。若い人は住宅より

空き家に住みたい人が多いと思う。その支援を。 

●誕生のお祝いに木のおもちゃを配っている。昔ながらの木製の押し車はどうか。 

●建築の専門の先生を町の顧問になっていただいている。子どもたちのために気の展示館をつくれ

ないか。 

●お寺が段々なくなってくるがどう考えるか。 

●コメが来年から余ると聞く。議会から外国米を輸入しないよう言ってほしい。 

●イノシシをどうにかしてほしい。狩猟の免許を取得しようとおもったが、税金もかかり猟友会に

は入らなければならないので、やめた。 

 


